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インドの食料需給と農産物貿易

〔要　　　旨〕

１　インドの人口は，独立（1947年）直後の1950年の３億７千万人弱から，２％程度の人口
増加率でほぼ直線的に増加し，2005年現在では10億８千万人に達した。現在の人口増加率
は1.4％で，2020年には13億人弱，2040年には15億人強に達するものと予想されている。

２　独立以降，インドの主要食料生産はコメ，小麦ではいわゆる｢緑の革命｣, 油糧種子では
「黄色の革命」による生産力増，ミルクではOF（洪水）計画の成功（「白い革命」）によって
急速に拡大し，70年代後半に食料自給を達成した。

３　インド農業は，その灌漑率を20％弱から40％まで引き上げながら，引き続きモンスーン，
天水の影響を大きく受けるなかで，90年代から2000年代にかけてコメ，小麦，砂糖の過剰
に陥り，輸出国に転じた。一方，食生活の高度化による植物油需要の増大のなかで94年か
ら輸入自由化（窓口，数量）が開始され，インドは瞬く間に植物油の大量輸入国となり，
天水畑地域での農業の衰退を招いている。

４　国内需給等に起因する輸出入品目であるコメ，小麦，砂糖について，91年の経済改革以
降の動向をみると，コメは単収増，小麦は作付面積・単収増半々，砂糖は作付面積増を主
因に生産量が増大した。作付面積の維持・増加には最低支持価格の上昇・維持が作用し，
大幅な生産余剰と在庫圧力を生じた。これらは，政府買入れコストを下回る価格での輸出
をもたらした。

５　また，急速な都市化等により中間層が台頭し，伝統的な菜食中心の食生活から肉類，魚
介類，油脂消費量が増加し，また加工食品需要が増大する傾向にある。トウモロコシの生
産量に対する飼料用需要割合は03年で41％に達した。

６　インドの主要食料需給は，①短期的には，モンスーン，天水に大きく影響されながら，
②中期的には公共配給制度，ことにその価格政策の影響を受けつつ過剰基調にある。今後
は人口増が生産増を上回ること等から大幅な余剰や輸出は無くなる可能性が高い。そして，
③長期的には，その人口増による食料需要増と中間層の台頭による食生活の近代化・高度
化による肉食増がもたらす穀物等の間接消費の増加等を，自力で賄っていけるかという大
きな課題に当面しつつある。国内生産と競合する植物油輸入が示すように，輸入自由化の
流れのなかでは，その食料自給は適切な保護と国産農産物供給の効率化のなかで実現して
いく必要があるものといえる。飼料用穀物の大宗を海外に依存する日本にとって，インド
は，米国，中国とあわせてその動向について目の離せない先となろう。
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インドの人口は，独立（1947年）直後の

1950年の３億７千万人弱から，２％程度の

人口増加率でほぼ直線的に増加し，2005年

現在では10億８千万人に達した。現在の人

口増加率は1.4％で，2020年には13億人弱，

2040年には中国を抜いて15億人強に達する

と予想されている。
（注１）

インドの主要食料生産は，独立以降，コ

メ，小麦ではいわゆる｢緑の革命｣による生

産力増，油糧種子では政府の技術支援等で

推進された「黄色の革命」による生産力増

によって急速に拡大し，70年代後半に食料

自給を達成した。小麦で先行して始まった

いわゆる｢緑の革命｣は，高収穫品種の導入

が灌漑等の農業基盤の拡充等とあいまって

生産量の増大に結びついたものだが，その

後コメや油糧種子にも波及し，インド全体

の食料自給力を向上させた。

また，菜食が主体のインドにおける主要

なたんぱく源であるミルクは，69年に開始

された酪農協を担い手とするOF計画

（Operation Flood：洪水計画）の成功により

生産量を増大させ，経済改革初年度にあた

る91年には5,400万トン，年間１人当たり

供給量53.1kgの水準にまで達した（「白い革

命」）。

そして，90年代半ば以降から2000年代に

かけて，インドはコメ，小麦，砂糖の過剰に

陥り，これら農産物の輸出国に転じた。こ

れは，生産力増を前提にした上で，インド

が擁する公共配給制度（Public Distribution

System：PDS）とその運用にも一因がある

ものと考えられる。

本稿ではインドの食料需給と急速に変化

しつつある食料消費動向を概観した後，主

要農産物であるコメ，小麦等の穀物や，砂

糖，油糧種子の需給・輸出入動向について

検討し，今後の展望と課題を整理してみる

こととしたい。

（注１）U.S. Census Bureau（2005）

（１） インド食料需給の概要

インドの食料需給を，大きな干ばつとな

った02年を除いた99～01年の平均値（以下，

本項において同じ）でみると，コメ，小麦，

砂糖で在庫の積み上がりと輸出が，大きな

規模で同時に発生しているのが分かる。一
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１　インドの食料需給動向
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方で，植物油は国内需要量の４割強の輸入

が行われている（第１表）。コメ，小麦，

砂糖については緑の革命等により生産力が

向上したこと，公共配給制度のなかで最低

支持価格（Minimum Support Price：MSP）

が高めに設定されたことが生産刺激的に作

用したことによるものである。

他方，3,100万トンもの油糧種子の国内

生産があるなかでの植物油の大規模な輸入

については，94年に輸入自由化（窓口，数

量）が開始されるや否や，パーム油を中心

とする恒常的な輸入国となったことによる

ものである。これは，油糧種子の天水依存

による豊凶変動をならし，食生活の高度化

によって増加してきた植物油需要を低コス

トで賄うために採られた政策と考えられて

いる。
（注２）

（注２）藤田（2005），pp.106-107，宇佐美（2006），
p.54。

（２） 主要食料の消費動向とその変化

第１表から，年間１人当たり消費量をみ

ると，穀類，野菜類，ミルクが３大品目で

あることが分かる。

また，穀類，野菜類，ミルクの長期的な

消費動向は，穀類が基本的に横ばい状態に

あるのに対して，野菜類，ミルクは大きく

増加してきており，国民食料の基礎的な充

実が図られてきている。なお，砂糖，植物

油のほか，魚介類，肉類についても緩やか

に増加してきている。

さらに，インドにおいては，経済成長，

所得の増加，急速な都市化，有職女性の増

加，ライフスタイルの変化，識字率の向上

等が中間層の台頭を促しており，今後にお

いては，伝統的な菜食中心の食生活から，

肉類，魚介類，油脂消費量が増加し，菜食

からの転換が急速に進むものと予想されて

いる。そして，

これらの社会

的・経済的変

化は，同時に

生鮮食品と家

庭内調理を基

本としたイン

ドの食品消費

形態に変化を

もたらし，加

工食品需要を

増大させるも

のと考えられ

る。
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（単位　千トン） 

穀類計  

　小麦 
　コメ 

砂糖黍  

砂糖類  

油糧種子  

植物油  

野菜類  

肉類  

動物性油脂  

ミルク（除くバター） 

卵  

魚介類  
資料　ＦＡＯ Ｆｏｏｄ Ｂａｌａｎｃｅ Ｓｈｅｅｔｓ １９９９ー２００１から作成      
（注）　｢１人当たり消費｣は「粗食料」に関するもの（以下, 需給関係の表において同じ）。     

第1表　インドの主要食料需給状況（１９９９－２００１年平均） 
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（１） 中期的過剰とその要因

インドにおける穀物の総生産量は，人口

の増加を上回る増加傾向で推移してきた。

この間輸入量は順次減少し，70年代後半に

は輸出ポジションに転化して，90年代半ば

以降は数百万トン規模の穀物輸出国となっ

た（第１図）。

次に，コメ，小麦に分けて，より詳細に

見ていこう。

a コメ

インドにおいて経済改革が開始された91

年以降のコメの長期需給動向は第２表のと

おり，国内生産量が順調に拡大するなか，

93年には早くも在庫の積み上がりが発生

し，95年には500万トン弱の大量輸出が行

われた。その後も，ほぼ毎年にわたって

150～500万トンの輸出と，中央政府・州政

府合わせて数百万ト

ン規模の在庫の積み

上がりが生じ，02年

には500万トンの輸

出と，大規模な干ば

つによる在庫取崩し

2,100万トンをもっ

てしても，在庫量は

2,600万トン弱と年

間生産量の３分の１

を占めるに至った。

なお，中央政府に

限った在庫量は，01年10月の2,150万トン

が03年10月には520万トンにまで減少して

いる。

需要動向の推移について見てみると，人

口は91年の８億６千万人から03年の10億

6,500万人へと12年間で23.4％増加してお

り，年間平均増加率は1.77％でほぼ直線的

に増加してきた。一方で，粗食料の１人当
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２　穀物の需給動向と貿易

人口＝１００万人 
純輸出量＝万トン 
純生産量, 政府買入量 
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第1図　インドの人口と穀物の生産量, 
  純輸出量, 政府買入量 
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から作成      

（注）　在庫量は中央政府および州政府保有の合計量｡     

第2表　インドのコメの需給状況（１９９１－２００３年） 
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たり年間消費量はほぼ横ばいで推移し，種

子用（450万トン程度），飼料用（30万トン程

度）等の需要量もほぼ一定で推移した。

コメ等の主要作物については，公共配給

制度に則った中央政府，実際にはインド食

糧公社（Food Corporation of India：FCI）

による最低支持価格での買上げと，中央放

出価格（Central Issue Price：CIP）による

州政府等への売却が行われ，州政府等は国

内約47万の公正価格店（Fair Price Shop：

FPS）を通じて一般消費者に売り渡す仕組

みが採られている。

ここで，コメの最低支持価格と中央放出

価格および政府売買逆ざやの長期推移を95

年から03年について見てみると，最低支持

価格は毎年上昇を示しながら00年以降は抑

制的な設定となっている一方，中央放出価

格は，貧困線以下層（below poverty line：

BPL）向けについては97～99年の間は最低

支持価格以下で据え置かれ，00年以降は小

幅の順ざやに設定されている。
（注３）

最低支持価格と中央放出価格の差である

政府売買逆ざやは，「食料補助金」の一部

となり財政圧迫要因ともなるが，いずれに

しろ，最低支持価格の上昇に伴う中央放出

価格の上昇は，消費者のコメ購買力を低下

させたと考えられる。前記の粗食料の１人

当たり消費量の横ばいは，このことにも起

因していると考えられる。

それでは，この期間におけるコメの生産

諸指標の推移はどのようなものだったのだ

ろうか。第２図は，91年からのインドにお

けるコメの生産諸指標の長期推移を示した

もので，これでみると，91年以降のコメの

生産量は，02年の干ばつの影響が大きいも

のの長期的には増加傾向にあるが，その主

たる要因は作付面積ではなく，灌漑率の上

昇（91年=47.3％→00年=53.6％）に下支えら

れた単収増にあった。

数値でみると91年から03年の12年間のコ

メの生産量の年間平均増加率は1.28％と緩

やかであり，その構成要素たる作付面積の

年間平均増加率は△0.05％，単収のそれは

1.33％となっている。今後は，単収増をも

たらした灌漑率の上昇が，主力となった管

井戸灌漑を支える地下水位の低下等で緩や

かになる可能性がある。また，過剰基調の

なかでも，生産量の年間平均増加率

（1.28％）が人口増加率（1.77％）を下回っ

ていたことに留意する必要がある。
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（注）１　グラフ数値は９１年度の数値を１００（生産量, 作付面
積, 単収は１５０）とした指数。但し降雨指数は通常降
雨量の長期平均指数で, ９１年＝１００ではない。 

２　実質MSPは, MSPをコメの卸売価格指数（９１年
度を１００とする）で除した値の指数。 
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ｂ　小麦

インドにおける小麦の長期需給動向は第

３表のとおり，コメと同様に国内生産量が

順調に拡大するなか，93年には早くも500

万トン弱の在庫の積み上がりが発生し，97

年から00年までの４年間連続で年400～800

万トン強の在庫積み上がりが続いた。これ

も受けて，95，96年には100～200万トン弱

の輸出が行われ，00年以降は毎年，ことに

01年からは300～500万トン弱の大量輸出が

行われた。それでも中央政府・州政府合わ

せた在庫量は傾向的に拡大していき，03年

には490万トンの輸出と，02年の大規模な

干ばつによる在庫取崩し1,600万トンをも

ってしても，在庫量は2,900万トン弱と年

間生産量の44％を占めるに至った。

なお，中央政府に限った在庫量では，01

年10月の3,680万トンが04年10月には1,420

万トンにまで減少している。

同年間の需要動向についてみると，小麦

もコメと同様に，粗食料の１人当たり年間

消費量はほぼ横ばいで推移し，種子用

（436～517万トン），飼料用（67～92万トン）

等の需要もほぼ一定で推移した。

小麦についても，コメと同様に公共配給

制度が行われている。ここで，小麦の最低

支持価格と中央放出価格および政府売買逆

ざやの長期推移を95年から03年について見

てみると，コメと同様に最低支持価格は毎

年上昇を示しながら00年以降は抑制的な設

定となっている一方，中央放出価格は，貧

困線以下層向けについては97～03年の間，

一貫して最低支持価格のおおよそ５割強か

ら３分の２以下で据え置かれ，大幅な政府

売買逆ざやとなっており，また貧困線以上

層（above poverty line：APL）向けにも01

～03年にかけては逆ざやとなっている。い

ずれにしろ，最低支持価格の上昇に伴う中

央放出価格の上昇は，消費者における小麦

の購買力を低下させたものと考えられる。

次に，この期間における小麦の生産諸指

標の推移を見てみよう。第３図は，91年か

らのインドにおける小麦の生産諸指標の長

期推移をコメと同様の指数で示したものだ

が，これでみると91

年以降の小麦の生産

量は，コメと同様に

02年の干ばつの影響

が大きいものの長期

的には増加傾向にあ

るが，その要因は作

付面積の拡大と，灌

漑率の上昇（ 9 1年

=83.7％→00年=88.1％）

に下支えられた単収
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第3表　インドの小麦の需給状況（１９９１－２００３年） 
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増それぞれ半々にあったことがうかがえ

る。小麦に関しては，最低支持価格が実質

ベースで同水準に維持されたことが，コメ

よりも生産刺激的であったものと考えられ

る。

いずれにしろ，数値でみると91年から03

年の12年間の生産量の年間平均増加率は

2.17％とコメの1.7倍の大きさがある。今後

は，コメと同様に灌漑率の上昇が緩やかに

なる可能性がある。また一方で，この期間

に関しては生産量の年間平均増加率

（2.17％）が人口増加率（1.77％）を上回っ

ていたものの，ほぼ横ばいとみられる１人

当たり年間需要量（粗食料）がわずかなが

ら上昇のトレンドを示していることに留意

する必要がある。

（注３）公共配給制度は，より実効性を高めるため
に，97年から中央放出価格を，貧困線以下層向
けと貧困線以上向けとに区分する目標公共配給
制度（Targeted PDS）に変更されている。

（２） 政府買付けコストを下回る価格で

の輸出

a コメ

こうした過剰基調のなかでの，インドに

おけるコメの輸出はどのように行われたの

だろうか。

インド食糧公社のコメのコストについて

みると，流通コスト込みの経済コスト（備

蓄コストを含まない実質上の卸売価格）で

1,200ルピー／100kg程度であり，１kg当た

り12ルピー（約31.2円，１ルピー＝2.6円で試

算）となる。うるち精米の国際価格は
（注４）

，02

年で23.68円／kg（砕米混入率10％）である

から，これと比較するとやや高めのものと

なる。

一方，インド全体のコメの輸出価格（イ

ンド食糧公社の輸出向け放出分の輸出のほか，

自由市場からの輸出分を含む価格。バスマテ

ィ米，半炊米を除く）をインドの貿易統計

から算出してみると，その価格は01年度以

降はインド食糧公社の買付けコストを下回

っている（第４表）。02年度では956ルピ

ー／100kgで１kg当たり9.56ルピー／kg（約

24.9円）と国際価格に近づき，03年度では

849ルピー／100kg（１kg当たり8.49ルピー＝

約20.8円，１ルピー＝2.45円で試算）と同年

の国際価格22.37円を
（注５）

下回る。

この，買付けコストを下回る価格での輸

出は，コメの過剰基調のなかでの在庫圧力

を受けたインド食糧公社による逆ざや輸出

（向け放出）に起因しているものと考えられ

る。
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度を１００とする）で除した値の指数。 
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b 小麦

同様に，インドにおける小麦の輸出につ

いて見てみよう。

インド食糧公社の小麦のコストについて

みると，流通コスト込みの経済コスト（備

蓄コストを含まない実質上の卸売価格）で

860～900ルピー／100kg程度であり，１kg

当たり0.86～0.9ルピー（約23円，１ルピー＝

2.6円で試算）となる。対応する年の小麦の

国際価格はおおよそ100米ドル／トン程度

（＝約11円／kg）
（注６）

であり，これと比較すると

やや高めとなる。

一方，インド

全体の小麦の輸

出価格（インド

食糧公社の輸出向

け放出分の輸出の

ほか，自由市場か

らの輸出分を含む

価格）をFAO統

計から算出して

みると，その価

格はおおよそ各

年度においてインド

食糧公社の買付けコ

ストを大きく下回っ

ている（第５表）。

0 2年では 4 7 7ルピ

ー／100kgで１kg当

たり4.77ルピー（約

12.4円）と国際価格

に近づく。

この，買付けコス

トを下回る価格での輸出は，コメと同様に

過剰基調のなかでの在庫圧力を受けたイン

ド食糧公社による逆ざや輸出（向け放出）

に起因しているものと考えられる。

（注４）農林水産省総合食糧局（2003）『米価に関
する資料』ほかのタイ国貿易取引委員会（BOT）
公表による「うるち精米（砕米混入率10％）」に
かかる月初価格平均値（米ドル／トン）を円換
算したもの。

（注５）（注４）に同じ。
（注６）農林水産省総合食糧局（2004）『世界の穀

物等の需給』，参考資料「穀物等の参考価格，①
小麦価格」ほか。
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買付けコスト（Ａ）  

　プール費 
　付帯費 
　州政府へのチャージ 

流通コスト（Ｂ）  

経済コスト（Ａ＋Ｂ） 

インド全体の 
小麦輸出価格  

資料　Ｆｏｏｄ Ｂｕｌｌｅｔｉｎ， Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ ｏｆ Ｆｏｏｄ ａｎｄ Ｐｕｂｌｉｃ Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ, FAOSTATから作
成       

（注）１　インド全体の小麦輸出価格は, ＦＡＯＳＴＡＴによるインドの｢Ｗｈｅａｔ｣の輸出額･量から算出
（Ｒｓ/ドルクロスレートは各年のものを使用（４月１日と翌年同日のものを平均））｡ＦＡＯ統計局資
料の米ドル単価とも照合済み（０４ー０５年を除く）｡      

２　９９ー００年の価格は, ＦＡＯＳＴＡＴ上の表示単位による輸出額･量の絶対値が小さく, ラウンド
の関係で実態値を表さないと考えられるためカッコ書きとした。　      

３　Ｐ＝暫定値　      

第5表　インド食糧公社（FCI）の小麦のコストとインド全体の小麦輸出価格 
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　プール費 
　付帯費 

流通コスト（Ｂ）  

経済コスト（Ａ＋Ｂ） 

インド全体の 
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資料　Ｆｏｏｄ Ｂｕｌｌｅｔｉｎ， Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ ｏｆ Ｆｏｏｄ ａｎｄ Ｐｕｂｌｉｃ Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ, 商工省ホーム
ページのＥｘｐｏｒｔ Ｉｍｐｏｒｔ Ｄａｔａ Ｂａｎｋから作成       

（注）１　インド全体のコメ輸出価格には, ＦＣＩの輸出向け放出分のほか自由市場からの輸出分を
含む。但しバスマティ米, 半炊米（ｐａｒｂｏｉｌｅｄ ｒｉｃｅ）を除く。 

２　Ｐ＝暫定値　      

第4表　インド食糧公社（FCI）のコメのコストとインド全体のコメ輸出価格 
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次いで，コメ，小麦と同様に過剰を生じ

た砂糖（砂糖黍）と，逆に輸入国に転じた

植物油（油糧種子）に焦点をあてて，その

需給動向と貿易について見てみよう。

（１） 砂糖

a 中期的過剰とその要因

インドにおける砂糖の91年以降の長期需

給動向は，第６表のとおり，コメ，小麦と

同様に国内生産量が順調に拡大するなか，

91年から03年の13年間のうち９年間におい

て80～330万トンの在庫積み上がりが続い

た。これも受けて，01年からは130～180万

トン強の輸出が行われたが，それでも備蓄

量は傾向的に拡大していき，02年には

1,161万トンと年間生産量の42％を占める

に至った。

同年間の需要動向は，コメ，小麦と同様

に，粗食料の１人当たり年間消費量はほぼ

横ばいで推移し，飼料用（34～49万トン）

等の需要もほぼ一定で推移した。

砂糖（砂糖黍）についても，コメ，小麦

と同様に公共配給制度が行われている。砂

糖黍の法定最低価格（Statutory Minimum

Price，砂糖黍の最低支持価格は法定事項）と

砂糖価格の推移をみると，砂糖黍の法定最

低価格が順次引き上げられていったのとは

対照的に，砂糖の卸売価格・小売価格は備

蓄量増等を受けて近年低下基調にあった。

次に，この期間における砂糖黍の生産諸

指標の推移を見てみよう。第４図は，91年

からのインドにおける砂糖黍の生産諸指標

の長期推移をコメと同様の指数で示したも

のだが，これでみると91年以降の砂糖黍の

生産量は，02年の干ばつの影響を最も大き

く受けつつも長期的には増加傾向にある

が，その要因は単収の低下を作付面積の増

加が上回ったことによるものであった。砂

糖黍に関しては，法

定最低価格が実質ベ

ースでも大きく上昇

し，生産刺激的であ

ったものと考えられ

る。なお，砂糖黍の

灌漑率は，91年で既

に86.9％と高かった

が，01年にはさらに

92.1％にまで高まっ

ている。こうしたな

かでの単収の低下
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資料　ＦＡＯ Ｆｏｏｄ Ｂａｌａｎｃｅ Ｓｈｅｅｔ, インド食品配給局 Directorate of Sugarホームページ
から作成      

(注) 　備蓄量は砂糖（精糖）ベースのもの（粗糖を含まない）。なお, ９１～９６年は未取得。     

第6表　インドの砂糖の需給状況（１９９１－２００３年） 
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３　その他の食料の需給動向

と貿易
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は，生産地が耕作限界地まで拡大して

いるこ
（注７）

と等によるものと考えられる。

いずれにしろ，数値でみると91年から03

年の12年間の生産量の年間平均増加率は

1.30％とコメと同程度のものであり，その

構成要素たる作付面積の年間平均増加率は

1.40％，単収のそれは△0.11％となってい

る。今後は，作付面積の拡大

余地が少ないものと考えられ

ることから中期的な過剰基調

は解消に向かう可能性が高い

ものと考えられる。また，コ

メと同様に，これまでの過剰

基調のなかでも，砂糖黍生産

量の年間平均増加率（1.30％）

が人口増加率（1.77％）を下

回っていたことに留意する必

要がある。

ｂ　卸売価格を下回る価格での輸出

インドにおける砂糖の平均輸出価格は01

年で1,186ルピー／100kg（約254米ドル／トン）

となっている。これは，インド国内卸売価

格を下回るものとなっており，コメ，小麦

同様に在庫圧力を受けた低価格での輸出が

行われていたものと考えられる。

（注７）農畜産業振興機構（2004），p.3

（２） 国内生産と競合する植物油輸入

インドにおける油糧種子と植物油の長期

需給動向をみると，油糧種子，植物油の生

産量がほぼ横ばいで推移するなかで，94年

の植物油に関する輸入自由化開始以降，植

物油の輸入量は年を追って拡大し，国内生

産量の７～８割の水準にまで達している

（第７表）。この間，食生活の高度化による

年間１人当たり植物油消費量（粗食料）が

増加するなかで，植物油，油糧種子双方に

在庫の積み上がりが発生しているのが注目

される。植物油における輸入と在庫積み上
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資料　第２図に同じ 
（注）１　グラフ数値は９１年度の数値を１００（生産量, 作付面

積, 単収は１５０）とした指数。但し降雨指数は通常降
雨量の長期平均指数で, ９１年＝１００ではない。 

２　実質MSPは, MSPを砂糖の卸売価格指数（９１年
度を１００とする）で除した値の指数。 
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第4図　インドにおける砂糖黍の 
    生産諸指標の推移 

灌漑率 
実質MSP

単収 
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降雨指数 

生産量 
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第7表　インドの植物油の需給状況（１９９１－２００３年） 
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的にはモンスーン，天水に大きく影響され

ながら，②中期的には一定の生産力を前提

に，公共配給制度，ことにその価格政策の

影響を受けつつ過剰基調にある。しかしな

がら，今後は人口増が生産増を上回ること，

インドが農作物多様化政策を採っており，

穀物生産増自体も緩やかになること等か

ら，大幅な余剰や輸出は無くなる可能性が

高いものと考えられる。

さらに，インドは，トウモロコシの飼料

用需要がこの13年間に生産量の16％（91年）

から41％（03年）へと拡大する等の食料需

給構造の変化の
（注８）

なかで，③長期的には，そ

の人口増による食料需要増と中間層の台頭

による食生活の近代化・高度化による肉食

増がもたらす穀物等の間接消費の増加等

を，自力で賄っていけるかという大きな課

題に当面しつつあるものといえる。

そして，国内生産と競合する植物油輸入

が示すように，輸入自由化の流れのなかで

は，その食料自給は適切な保護と国産農産

物供給の効率化（低コスト化）のなかで実

現していく必要があるものといえよう。い

ずれにせよ，飼料用穀物の大宗を海外に依

存する日本にとって，インドは，米国，中国

とあわせてその動向について目の離せない

先となろう。

（注８）FAO, Food Balance Sheet
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がりの並存は，国内産品の価格が輸入品よ

り高いことによるものと考えられ，パーム

油をめぐってはインドネシア，マレーシア

との間に貿易摩擦を生じているともされ，

安価な輸入植物油の流入は国内問題である

と同時に貿易問題ともなっている。

この期間における油糧種子の生産諸指標

の推移をみると，最低支持価格が高めに設

定されるなかでも作付面積は傾向的に低下

してきており，天水畑地域での農業の衰退

を示唆している。なお，油糧種子の灌漑率

は00年でも23％にとどまっている。

前記のとおり，経済改革が開始された91

年から03年に至る長期間の人口は，91年の

８億６千万人から03年の10億6,500万人へ

と12年間で23.4％増加した。05年時点の人

口増加率は1.4％で今後逓減していくが，

人口自体は増加率の前提となる総数が逓増

していくのでほぼ同様に増加していき，

2020年では13億人弱，2040年では15億人強

になるものと予想されている。

91年から03年の生産量の年間平均増加率

をみると，小麦（2.17％），砂糖（1.96％）

では人口伸び率（1.77％）を上回り，コメ

（1.28％）では若干下回っている。前記のと

おり02年の干ばつを主因にして，コメの中

央政府在庫量は，01年10月の2,150万トン

が03年10月には520万トンにまで減少して

いる。

まさにインドの主要食料需給は，①短期

４　今後の展望と課題
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